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発行　石川県立歴史博物館　 
〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
TEL.076（262）3236  FAX.076（262）1836

No.103 2012・4・15

◇会　　期

4月21日（土）～6月3日（日）会期中無休
◇会　　場

特別展示室

◇開館時間

午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

◇入 館 料

一　般　550円（440円）

大学生　440円（360円）

高校生以下無料／65歳以上440円

（ ）内は20名以上の団体料金

◆関連イベント　＜要入館料＞
①展覧会解説（全3回）

日　時　4月21日（土）・5月3日（木・祝）・5月22日（火）

②収蔵庫ツアー（全2回）

日　時　4月30日（月・振休）・5月30日（水）

③建物紹介ツアー（全4回）

日　時　5月06日（日）……師団司令部、偕行社

日　時　5月11日（金）……本館

日　時　5月25日（金）……師団司令部、偕行社

日　時　6月02日（土）……本館
※①②③すべて13時30分より開始。所要時間は
約1時間程度。
※事前申込不要。ご参加ご希望の方は、当日正面
受付へお申し出下さい。
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て
で
す
。
ま
た
、
石
川

県
内
に
は
、
旧
家
伝
来

の
古
文
書
や
地
区
有
文

書
、
社
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
文
書
な
ど
、
他

の
都
道
府
県
を
圧
倒
す

る
ほ
ど
の
量
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
家

分
、
一
寺
分
が
五
〇
〇

〜
一
〇
〇
〇
点
と
い
う

の
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
な
か
に
は
数
千
点
に
も
及
ぶ
大
古
文
書
群
と
い
う
こ
と

も
…
。

そ
の
な
か
か
ら
、「
後
藤
家
文
書
」
を
紹
介
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
県
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
点
数
は
一
八
〇
五
点
に
及
び
ま

す
。
後
藤
家
は
、
江
戸
時
代
に
加
賀
藩
の
十
村
役
を
務
め
た

家
で
、早
い
時
期
か
ら
石
川
郡
押
野
村
に
住
し
て
い
ま
し
た
。

現
代
と
同
様
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
都
市
近
郊
農
村
と
し

て
の
特
徴
を
有
し
て
お

り
、
貴
重
な
歴
史
資
料
で

す
。現

在
、
歴
史
博
物
館
と

し
て
公
開
し
て
い
る
赤
レ

ン
ガ
三
棟
も
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
も

春
季
特
別
展 

　
れ
き
は
く�

　
　
特
選
資
料
展�

　
　
　
　
　
― 

収
蔵
庫
か
ら
お
宝
登
場 

―�

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
郷
土
資
料
館
準
備
室
と

し
て
誕
生
し
た
博
物
館
は
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

に
は
歴
史
博
物
館
と
な
り
、
現
在
ま
で
四
十
五
年
を
数
え
ま

す
。
そ
の
間
、
県
内
・
県
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
か
ら
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
十
七
万
点
余
の
資
料
を
収

集
し
て
き
ま
し
た
。
建
物
自
体
を
含
め
て
国
指
定
文
化
財
三

件
、
県
指
定
文
化
財
十
九
件
、
点
数
を
数
え
れ
ば
三
千
点
を

超
え
る
貴
重
な
資
料
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
歴
史
博
物
館
と
し
て
は
二
十
七
年
ぶ
り
の
改

装
を
控
え
、
博
物
館
の
歩
み
を
ご
紹
介
す
る
一
環
と
し
て
、

ジ
ャ
ン
ル
や
形
態
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
指
定
文
化
財
を
一

挙
公
開
す
る
ス
テ
ー
ジ
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。展
示
で
は
、

常
設
展
示
で
お
借
り
し
て
い
る
指
定
文
化
財
も
関
連
付
け
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て

ス
タ
ー
ト
し
た
直
後
の
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
は
、考
古
、

歴
史
、
民
俗
、
自
然
を
包
括
し
て
お
り
、
引
き
継
い
だ
歴
史

博
物
館
で
は
、
考
古
、
歴
史
、
民
俗
と
美
術
に
含
ま
れ
る
資

料
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

収
蔵
資
料
の
な
か
で
、
民
俗
資
料
の
「
白
峰
の
出
作
り
生

活
の
用
具
」（
四
八
三
点
）

は
、
昭
和
五
十
三
年
（
一

九
七
八
）
に
国
の
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
石

川
県
立
白
山
ろ
く
民
俗
資

料
館
と
の
共
同
調
査
で
確

認
・
収
集
さ
れ
た
資
料
一

三
三
一
点
が
指
定
さ
れ
、

地
元
の
民
俗
資
料
館
に
は

八
四
八
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
土
資
料
と
い
う
こ
と
で
、
鎌
倉
〜
室
町
時
代
の

珠
洲
焼
が
三
点
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
「
珠
洲
　
秋
草
文
壺
」
は
鎌
倉
時
代
の
作
と
さ
れ
、

胴
部
に
彫
り
描
か
れ
た
草
花
の
文
様
が
魅
力
的
で
す
。
口
縁

部
が
割
り
取
ら
れ
た
こ
と
（
そ
の
後
、
補
填
）
が
確
認
で
き

る
こ
と
で
、
蔵

骨
器
と
し
て
の

使
用
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

き
れ
い
な
壺
で

す
が
、
ち
ょ
っ

と
驚
き
で
す
。

歴
史
資
料
の
中
で
は
、
郷
土
資
料
館
以
来
積
極
的
に
収
集

し
て
き
た
古
文
書
資
料
が
あ
り
ま
す
。鎌
倉
時
代
の
資
料
で
、

江
戸
時
代
に
は
加
賀
藩
主
前
田
家
が
所
蔵
し
て
い
た
春
日
懐

紙
が
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
館
が
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
と
し
て
は
初
め

カンジキ（白峰の出作り生活の用具）

民家検労図（後藤家文書）

重要文化財　春日懐紙

珠洲　秋草文壺
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と
も
と
は
旧
陸
軍
の
兵
器
庫

と
し
て
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
か
ら
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
に
か
け
て

建
造
さ
れ
た
も
の
で
、
修

理
・
整
備
・
保
存
・
公
開
の

過
程
が
評
価
さ
れ
て
の
指
定

で
す
。
展
示
で
は
、
そ
の
構

造
に
関
す
る
と
こ
ろ
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
同
じ
陸
軍
の
建

造
物
と
し
て
、
県
立
能
楽
堂
に
隣
接
す
る
旧
陸
軍
第
九
師
団

司
令
部
庁
舎
と
金
沢
偕
行
社
の
二
棟
は
、
国
の
登
録
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
写
真
を
使
っ
て
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

二
、
時
代
を
描
く

今
回
の
展
示
で
は
、
常
設
展
示
で
借
用
し
て
い
る
指
定
文

化
財
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
大
般

若
経
」（
も
と
輪
島
市
八
幡
寺
の
資
料
の
一
部
）
と
「
珠
洲

秋
草
文
壺
」（
珠
洲
・
正
院
出
土
）
に
、
珠
洲
・
妙
栄
寺
の

「
阿
弥
陀
如
来
懸
仏
」、
志
賀
・
高
爪
神
社
の
「
薬
師
如
来
坐

像
」
は
、
い
ず
れ
も
奥
能
登
の
鎌
倉
時
代
の
資
料
で
す
。
珠

洲
・
馬
緤
「
常
俊
家
文
書
」
や
珠
洲
・
白
山
神
社
の
「
獅
子

頭
」
に
、
本
館
所
蔵
の
「
大
般
若
経
零
本
」（
も
と
輪
島
市

八
幡
寺
の
資
料
の
一
部
）、「
珠
洲
　
鳥
樹
文
小
壺
」（
珠

洲
・
宝
立
出
土
）
と
並
ぶ
と
、
奥
能
登
の
南
北
朝
〜
室
町
前

半
に
か
け
て
の
資
料
に
な
り
ま
す
。
古
い
時
代
ほ
ど
資
料
の

収
集
は
困
難
が
伴
い
ま
す
が
、
文
字
資
料
や
発
掘
資
料
な
ど

を
横
断
的
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
わ
か
り
や
す
く
な
る
で
し

ょ
う
。

戦
国
〜
江
戸
時
代
初
期
で
は
、「
畠
山
義
総
関
係
文
書
」

「
後
奈
良
天
皇
宸
翰
女
房
奉
書
」「
織
田
信
長
朱
印
状
」
が
あ

り
、
室
町
末
期
か
ら
戦
国
時
代
の
加
賀
・
能
登
の
歴
史
描
写

に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。「
小
宮
山
家
文
書
」

は
福
井
県
敦
賀
に
あ
っ
た
豪

商
の
古
文
書
で
す
が
、
一
一

一
点
の
う
ち
の
大
部
分
が
前

田
利
家
と
そ
の
家
臣
団
の
重

鎮
た
ち
が
発
給
し
た
書
状

や
、
敦
賀
周
辺
の
領
主
が
発

給
し
た
文
書
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
利
家
が

発
給
し
た
文
書
は
九
通
含
ま

れ
て
お
り
、
稀
有
の
資
料
群

と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
資
料
で
は
、

「
加
州
金
平
鉱
山
絵
巻
」「
辰

巳
用
水
絵
巻
」「
能
登
国
採

魚
図
絵
」
の
絵
画
資
料

に
、「
後
藤
家
文
書
」

や
「
岩
佐
家
文
書
」
に

含
ま
れ
る
「
民
家
検
労

図
（
上
中
下
三
冊
本
）」

や
「
湖
水
猟
業
絵
図
」

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
製

作
意
図
や
内
容
か
ら
、

当
時
の
加
賀
藩
の
産
業

政
策
な
ど
を
垣
間
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
金
沢
城
下
図
屏
風

（
犀
川
口
町
図
）」
は
金

沢
八
景
の
描
写
と
比
較

し
て
い
く
こ
と
で
、
実

際
の
金
沢
町
の
風
景
に

迫
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
頃
、
収
蔵
庫
で
休

ん
で
い
る
機
会
が
多
い

資
料
た
ち
で
す
が
、
ジ

ャ
ン
ル
や
時
代
と
い
っ

た
「
テ
ー
マ
」
を
設
け

て
一
堂
に
会
し
ま
す
。

特
別
展
示
室
と
い
う

「
舞
台
」
に
立
っ
た
文

化
財
た
ち
を
、
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

歴史博物館　赤レンガ棟 旧陸軍第九師団司令部庁舎

旧陸軍金沢偕行社

加州金平鉱山絵巻（部分）

畠山義総書状

「犀川夏月」（金沢八景より）
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韓
国
展
余
話

「
姉
妹
館
交
流
展
・
何
が
一
番
困
っ
た
か
」

昨
年
秋
、
韓
国
全
州
で
国
立
全
州
博
物
館
と
の
姉
妹
館
交

流
二
十
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
加

賀
藩
を
素
材
に
「
日
本
の
江
戸
時
代
」
を
紹
介
し
た
も
の
で
、

十
月
十
七
日
の
開
幕
式
に
は
、
両
県
（
道
）
知
事
も
出
席
し
、

盛
大
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
当
館
か
ら
は
、
事
前
調
査
に
一
名
、
開
幕
式
に
向
け

た
打
ち
合
わ
せ
に
二
名
、
搬

出
護
送
に
一
名
、
展
示
準
備

に
二
名
、
開
幕
式
に
む
け
て

館
長
・
副
館
長
・
総
務
課
長

の
三
名
、
閉
幕
後
の
撤
収
・

搬
出
護
送
に
二
名
と
、
延
べ

十
名
以
上
の
職
員
が
現
地
に

赴
き
、
展
覧
会
の
現
場
を
支

え
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
長

い
交
流
の
賜
物
と
は
い
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
幾
多
の

問
題
が
発
生
。
そ
の
つ
ど
両

館
ス
タ
ッ
フ
の
真
摯
な
議
論
と
思
い
や
り
に
よ
り
乗
り
越
え

て
、
韓
国
初
の
「
本
格
的
な
近
世
日
本
の
展
覧
会
」
は
、
韓

国
国
内
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
さ
て
、
こ
う
し

た
一
連
の
作
業
の
中
で
「
困
っ
た
事
」
と
い
え
ば
、
や
は
り

言
葉
の
違
い
に
よ
る
、
展
示
内
容
や
実
務
的
な
意
思
疎
通
の

問
題
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
相
互
に
優
秀
な
国
際
交

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

一，

八
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
　
―
芭
蕉
の
教
え
を
守
っ
た
男
―

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

ト
キ
舞
う
空
へ
　
―
鳥
と
人
の
文
化
史
―

一，

〇
〇
〇
円

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩
　
―
姫
君
た
ち
の
輝
き
―

一，

〇
〇
〇
円

く
ら
し
＆
娯
楽
の
大
博
覧
会
　
―
昭
和
ヒ
ス
ト
リ
ー1

9
2
6

〜1
9
8
9

―

九
〇
〇
円

染
の
華
　
織
の
心
　
―
加
賀
・
能
登
の
技
と
デ
ザ
イ
ン
―

八
〇
〇
円

館
蔵
資
料
選
集
　
れ
き
は
く
所
蔵
の
指
定
文
化
財
　
最
新
刊
！

一，

〇
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

流
ス
タ
ッ
フ
（
通
訳
）
が
つ
き
、
館
員
同
志
の
カ
タ
コ
ト
の

語
学
力
を
充
分
補
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
交
流
の
「
立
役
者
」

は
、
展
示
作
業
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、
こ
う
し
た
人
々
で
も
あ

っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
展
示
・
開
会
式
準
備
の
た
め
渡
航
し
た
私
に

と
っ
て
、「
一
番
困
っ
た
事
」
と
し
て
記
憶
に
残
る
の
は
、

実
は
、
連
日
の
会
食
の
な
か
の
一
コ
マ
で
し
た
。
今
回
の
展

示
で
は
、私
と
塩
崎
学
芸
員
に
テ
レ
ビ
の
密
着
取
材
が
付
き
、

韓
国
で
の
展
示
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
の
打
ち
合
わ
せ

当
初
か
ら
カ
メ
ラ
撮
影
が
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
展
の
内
容
が
舞
台
裏
を

含
め
て
両
国
の
特
別
番
組
で
紹
介
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
た
の
は
良
か
っ

た
の
で
す
が
…
。

展
示
準
備
も
最
終
段
階
の
あ
る
日
、
交

流
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
、
両
館
ス
タ

ッ
フ
の
慰
労
夕
食
会
で
の
歓
談
の
よ
う
す

を
取
材
す
る
こ
と
に
な
り
、
韓
国
式
の
伝

統
料
理
店
で
の
宴
席
を
撮
影
。
お
互
い
に

マ
ッ
コ
リ
を
酌
み
交
わ
し
、
日
韓
の
食
文

化
を
め
ぐ
る
歓
談
中
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が

「
絵
に
な
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
三
㎝

ほ
ど
あ
る
芋
虫
（
蚕
か
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
？
）
の
佃
煮
を
、

立
場
上
私
が
食
べ
る
こ
と
に
な
り
…
。（
内
心
は
泣
き
な
が

ら
）
画
面
で
は
笑
顔
で
「
友
好
の
証
し
」
を
演
じ
た
の
で
し

た
。
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
的
に
は
、
展
示
や
交
渉
の
苦
労

よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
瞬
間
が
「
一
番
困
っ
た
」
場
面
だ
っ
た

し
だ
い
で
す
（
苦
笑
）。

（
学
芸
課
長
　
本
康
宏
史
）

韓国交流展準備作業のテレビ取材（2012年10月・国立全州博物館）
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企画展「れきはくコレクション 2011」終了

二
〇
一
二
年
二
月
十
八
日
か
ら
の
企
画
展
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
2
0
1
1
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
違
和

感
を
持
た
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
企
画
展
は
、

平
成
二
十
三
年
度
に
当
館
が
収
集
し
た
資
料
と
皆
様
方

か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
の
中
か
ら
、
特
に
注

目
さ
れ
る
も
の
を
披
露
す
る
年
度
末
恒
例
の
も
の
で

す
。
華
や
か
な
花
鳥
を
描
い
た
九
谷
焼
の
珈
琲
具
に
魅

了
さ
れ
九
谷
焼
に
目
覚
め
た
と
い
う
方
や
、
金
沢
最
後

の
浮
世
絵
師
島
野
春
彰
の
描

い
た
下
絵
を
直
に
観
ら
れ
る

展
示
に
大
い
に
感
激
さ
れ
た

方
も
い
ま
し
た
。
期
間
中
、

四
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
テ
ー
マ
ご
と
に
、
展
示

品
の
詳
し
い
説
明
や
見
ど
こ

ろ
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
も
当
館

の
各
種
行
事
に
た
く
さ
ん
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
歴
史
散
歩
や
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
の
行
事
に
つ
い
て

は
毎
回
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
講
座
に
つ
い

て
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

「
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
」
で
は
、
毎
回
の

よ
う
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
た
り
、
た
ま
た
ま

入
館
し
た
方
が
足
を
止
め
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
各
回
と
も
十
名
程
度
（
も
っ
と

多
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
の
参
加
者
で
す
の
で
、
展
示

室
内
で
の
説
明
に
は
ち
ょ
う
ど
良
く
、
学
芸
員
に
質
問

も
し
や
す
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
十
分
と
い

う
短
い
時
間
で
、「
れ
き
は
く
」
を
何
倍
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
常
設
展
示
を
新
た
な
視
点
で
見
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
の
参
加
者
は
全
十

回
で
八
十
九
名
で
し
た
。

「
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
原
始
か
ら
現
代
ま

で
の
歴
史
、
民
俗
に
つ
い
て
の
当
館
学
芸
員
に
よ
る
少

し
専
門
的
な
、
時
間
を
超
過
す
る
こ
と
も
あ
り
が
ち
な

熱
い
九
十
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
義
後
、
個
別
に
質

問
さ
れ
る
方
も
い
て
、
講
義
内
容
が
よ
り
深
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
分
野
、
テ
ー
マ

に
だ
け
の
参
加
が
可
能
な
た
め
参
加
者
数
の
変
動
は
あ

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
全
十

回
で
二
百
五
十
四
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
各
テ

ー
マ
（
タ
イ
ト
ル
）
お
よ
び

新
年
度
の
予
定
等
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

企画展「新春を祝う－辰年のお正月－」終了

新
春
企
画
展
は
二
〇
一
二

年
の
干
支
「
辰
」
に
ち
な
み
、

館
蔵
品
の
中
か
ら
龍
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
絵
画
や
工
芸
品
を

中
心
に
、
お
め
で
た
い
掛
け

軸
や
屏
風
絵
、
お
正
月
の
室

内
遊
び
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
天
神
堂
の
組
み
立
て

を
初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
が
多
く
、
興
味
深
げ
に
楽

し
み
な
が
ら
家
族
で
取
り
組
む
姿
も
見
ら
れ
、
博
物
館

で
お
正
月
を
満
喫
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
金
沢
の

風
習
な
ど
を
知
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
展
示
を
今

後
も
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
隆
盛
」
に
通
じ
る
「
龍
」
に
あ
や
か
り
、
こ
の
一

年
が
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

❈
◗

催事日録 

行
事
日
程

行
事
日
程 

4
月
19
日
（
木
）・
20
日
（
金
）

5
月
　
休
館
日
な
し

6
月
4
日
（
月
）・
5
日
（
火
）

7
月
12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
4
〜
7
月
）

（
4
〜
7
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
関
係
各
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受
講
料
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
内
行
事
に
つ
き
、
入
館
料

が
必
要

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
無
料

◎
申
し
込
み
：
不
要

☆
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

常
設
展
示
室
の
資
料
を
、
当
館
学
芸
員
が
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
し
ま
す
。
原
則
と

し
て
毎
月
第
一
金
曜
日
に
実
施
。
時
間
は
午
後
2
時
か
ら
約
30
分
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
で
き
ま
す
。

☆
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

当
館
学
芸
員
が
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
話
し
し

ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
月
第
三
土
曜
日
に
実
施
。
時
間
は
午
後
2
時
か
ら
約
1
時

間
30
分
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

5
/
4
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

5
/
19
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情
報
」を
ご
覧
下
さ
い
。

6
/
1
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
最
新
情
報
を

6
/
16
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ご
案
内
し
て
い
ま
す

7
/
6
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

「常設展示ワンポイント解説」＆「れきはくゼミナール」
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※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

軍
都
金
沢
の
面
影

―
歴
史
博
物
館
石
引
分
室
―

旧
陸
軍
の
兵
器
庫
で
あ
っ
た
赤
煉
瓦
棟
の
外
観
が
特
徴
的
な

当
館
で
す
が
、
こ
の
本
館
以
外
に
も
、
古
い
建
物
を
利
用
し
た

分
室
（
別
館
）
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
博
物
館
の
近

隣
に
県
立
能
楽
堂
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
敷
地
内
に
立
つ
二
棟

の
洋
館
が
「
歴
史
博
物
館
石
引
分
室
」
で
す
。
向
か
っ
て
左
側

が
第
九
師
団
司
令
部
庁
舎
、
右
側
が
金
沢
偕か
い

行こ
う

社し
ゃ

で
、
両
方
と

も
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
旧
陸
軍
関
係
の
施
設
で
す
。
戦
後

は
石
川
県
健
民
公
社
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
歴
史
博
物
館
の
分
室
と
な
り
ま
し
た
。

司
令
部
庁
舎
は
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
、
第
九
師
団

設
置
と
と
も
に
金
沢
城
内
二
ノ
丸
跡
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭

和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
る
際
、
両

翼
が
半
分
に
切
り
縮
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
原
型
を

よ
く
保
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
一
階
中
央
に
玄
関
ホ
ー
ル
、
二

階
の
ホ
ー
ル
上
部
に
師
団
長
室
が
あ
り
、
両
翼
に
は
軍
医
室
や

参
謀
室
な
ど
の
個
室
が
並
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
基
本

と
す
る
外
観
は
、
同
時
期

に
建
て
ら
れ
た
第
十
一
師

団
司
令
部
庁
舎
（
香
川
県

善
通
寺
市
）
な
ど
と
同
一

で
あ
り
、
司
令
部
庁
舎
と

し
て
は
典
型
的
な
形
を
示

し
て
い
ま
す
。
昭
和
戦
前

期
に
は
、
正
面
玄
関
の
上

に
あ
る
三
角
形
の
破
風
は

ふ

に

「
菊
花
御
紋
章
」
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

偕
行
社
は
陸
軍
高
級
将

校
の
集
会
所
、
つ
ま
り
将

校
サ
ロ
ン
で
あ
り
、
明
治

三
十
一
年
に
金
沢
市
大
手

町
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

現
敷
地
内
に
移
転
し
た
の

は
明
治
四
十
二
（
一
九
〇

九
）
年
で
、
移
転
後
に
増

改
築
が
施
さ
れ
た
た
め
、

設
立
当
初
の
内
部
が
ど
の

よ
う
で
あ
っ
た
か
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
階
に
軍
装
品
の
販
売
所

が
あ
り
、
遊
戯
室
で
は
将

校
た
ち
が
ビ
リ
ヤ
ー
ド
や

囲
碁
・
将
棋
な
ど
の
娯
楽

に
興
じ
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
西
洋
の
伝

統
的
な
建
築
様
式
を
折
衷

し
て
作
ら
れ
た
外
観
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
が
強
調
さ
れ
た
華
や
か

な
も
の
で
、
他
の
師
団
と
同
一
の
様
式
で
建
て
ら
れ
た
兵
器
庫

や
司
令
部
庁
舎
と
は
異
な
る
、
偕
行
社
の
特
色
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
よ
く
見
る
と
、
床
下
換
気
口
の
枠
に
「
陸
軍
星
章

せ
い
し
ょ
う
」（
星

形
）
の
意
匠
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
細
部
も
凝
っ
て
い
ま
す
。

石
引
分
室
は
収
蔵
庫
な
ど
に
利
用
し
て
お
り
、
内
部
の
見
学
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
外
観
は
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た

「
兼
六
園
周
辺
文
化
ゾ
ー
ン
」
に
は
、
他
に
も
旧
陸
軍
の
貴
重
な

遺
構
が
現
存
し
て
お
り
、
近
世
の
城
下
町
か
ら
近
代
的
な
軍
都
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
金
沢
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

※
平
成
二
十
四
年
度
春
季
特
別
展
「
れ
き
は
く
特
選
資
料
展
―
収
蔵
庫
か
ら

お
宝
登
場
―
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
建
物
紹
介
ツ
ア
ー
」（
全
四
回
）
で
も
、

石
引
分
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

左：第九師団司令部庁舎　右：金沢偕行社

司令部庁舎　菊花御紋章の跡偕行社　陸軍星章

〈
対
　
　
　
象
〉
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〈
会
員
の
期
間
〉
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

〈
会
　
　
　
費
〉
年
額
一，

〇
〇
〇
円

〈
特
　
　
　
典
〉
歴
博
の
最
新
情
報
提
供
、
常
設
展
無
料
（
会
員
証
提
示
）
ほ
か
。

〈
定
　
　
　
員
〉
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〈
入
会
申
込
・
問
合
わ
せ
先
〉
普
及
課
　
℡
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
四
一
七

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
よ
り
全
館
休
館
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
れ
き
は
く
メ
イ
ト

会
　
員
　
募
　
集
　
中
!!

本
多
の
森
か
ら

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
冬
、
広
い
敷
地
を
持
つ
博
物
館
で
は
職
員
が
必
死
で
雪
か
き
を
す

る
日
が
続
き
ま
し
た
。
出
入
り
口
を
確
保
す
る
た
め
、
敷
地
前
の
道
に
出
て
総
動
員
で
雪
か
き

を
す
る
様
子
が
写
真
に
納
ま
り
、
新
聞
に
載
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
（
？
）
も
。
正

面
玄
関
前
の
融
雪
装
置
が
止
ま
り
、
開
館
時
間
ま
で
に
お
客
様
が
通
る
道
を
ど
う
に
か
確
保
し

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

雪
に
覆
わ
れ
た
長
い
冬
が
終
わ
り
、
今
年
は
春
の
訪
れ
が
よ
り
い
っ
そ
う
嬉
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
博
物
館
で
は
赤
煉
瓦
の
建
物
を
背
景
に
桜
が
咲
き
誇
り
、
冬
の
間
噴
水
を
止
め
て
い
た

中
庭
の
石
管
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、
眠
り
か
ら
覚
め
て
流
水
音
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
四
月
二
十

一
日
ス
タ
ー
ト
の
春
季
特
別
展
は
「
れ
き
は
く
特
選
資
料
展
」。
本
多
の
森
の
爽
や
か
な
新
緑

と
共
に
、
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
が
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。


